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初の「南海 トラフ地震臨時情報」終了
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「超
巨
大
地
震
」

気
象
庁
は
８
日
に
発
生
し
た

日
向
灘
を
震
源
と
す
る
Ｍ
７
・

１
、
震
度
６
弱
（宮
一町
ら
の
地

震
に
対
し
、
初
め
て

「南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（巨
大
地

震
注
意
）
」
（別
記
参
照
）
を

出
し
た
。
強
い
地
震
や
高
い
津

波
が
予
想
さ
れ
る
２９
都
府
県
７

０
７
市
町
村
が
呼
び
か
け
の
対

象

。
そ
の
後
、
特
段
の
変
化

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、

１５
日
午
後
５
時
に
終
了
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
に
は
、
川

内
。伊
方
。浜
岡
・東
海
第
２
の

４
原
発
が
あ
る
が
、
な
か
で
も

中
部
電
力
Ｈ
浜
岡
原
発
へ
の
懸

念
は
極
め
て
高
い
。
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へ

の

対

策

は

な

し

！

一　
中
電
は
、
巨
大
地
震
と
海
底
地
す
ベ

一
り
で
最
大
２５
。
２
ｍ
の
津
波
高
を
相
堂
疋

一
し
た

防
潮
堤
の
高
さ
は

基
幣
肇
辰

一
に
備
え
た
も
の
で
２２
ｍ
な
の
で
、
３
ｍ

一
以
上
の
一高
上
げ
が
必
要
に
な
る
。
防
潮

一
堤

（
一
般
部
）
は
高
さ
１８
ｍ
を
境
に
、

一
上
は
防
潮
板
、
下
は
鋼
構
造
と
構
造
が

一
違
っ
て
い
る
の
で
、
防
潮
板
の
上
に
防

一
潮
板
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
高

一
さ
１８
ｍ
か
ら
２５
・
２
ｍ
ま
で
の
高
さ
７
・

一
２
ｍ
の
防
潮
板
を
新
設
す
る
こ
と
に
な

一
る
。
し
か
し
、
高
さ
１８
ｍ
、
壁
幅
２
ｍ

一
の
鋼
構
造
物
の
上
に
、
地
震
力
や
波
力

一
に
耐
え
る
国同さ
７
・
２
ｍ
以
上
の
防
潮

一
板
を
設
置
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

一　
原
子
力
規
制
委
黍
６員
会
の
審
査
〈
天
口

一
は

「砂
丘
の
一畳
日同
低
下
」
を
審
査
し
て

一
い
る
。
そ
こ
で
は
液
状
化
し
た
後
に
起

一
こ
る
砂
の
沈
下
量
は
求
め
て
い
る
が
、

一
水
平
加
速
度
が
１
０
０
０
ガ
ル
を
超
え

一
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
液
状
化
の
検
討
に

一
つ
い
て
全
く
触
れ
な
い
。
こ
の
た
め
砂

一
地
盤
の
液
状
化
の
範
囲
や
西
側
端
部
の

一
防
潮
堤
に
厚
く
堆
積
す
る
砂
の
安
定
性

一
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
。

浜
岡
原
発
の
直
下
に
あ
る

「Ｈ
断
層

系
」
の
危
険
も
あ
る
。

「Ｈ
断
層
系
」

が
報
告
さ
れ
て
か
ら
４０
年
以
上
経
つ
が
、

中
電
は
、
そ
の
活
動
性
を
否
定
で
き
な

い
で
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
に
凛
動
し
て

「Ｈ
断
層
系
」
の
活

動
性
を
不
ユ
疋
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
レ
」琉
球
ト
ラ

フ
が
運
動
し
て
起
き
る
巨
大
地
震
を
上

回
る
超
巨
大
地
震
の
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

古
一企
示
充
名
大
名
巻
暑
一授
は
、
超
巨

大
地
震
の
可
能
性
の
考
慮
は
、
作
業
仮

説
と
し
て
必
要
と
述
べ
て
い
る
。
古
本

氏
は
、
西
日
本
の
大
平
洋
側
の
海
岸
付

近
に
残
さ
れ
た
地
震
に
よ
る
隆
起
と
見

ら
れ
る
階
段
状
の

「海
岸
段
丘
」
に
注

目
。
静
岡
県
の
御
前
崎
、
高
知
県
の
室

戸
岬
な
ど
に
過
去
７
０
０
０
年
に
４
回
、

大
き
な
隆
起
地
形
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

前
回
隆
起
し
た
の
は
お
よ
そ
千
数
百
年

～
２
千
年
前
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば

超
巨
大
地
震
が
近
い
将
来
起
き
る
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

こ
の
超
巨
大
地
震
に
つ
い
て
は
、
中

電
は
考
慮
も
対
策
も
せ
ず
、
審
査
△
天
回

で
も
触
れ
て
い
な
い
。
今
回
の

「巨
大

地
震
注
立昌

は
、
日
本
の
原
発
の
安
全

性
に
警
量
を
な
ら
す
も
の
で
あ
る
。

は

７

子
力
規
制
委
委
員
会

月
２６
日
の
日
本
原
子

電
（原
電
）
の
敦
賀
２

の
審
査
会
合
で
新
基

「不
適
合
」
の
判
断

．を
示
し
た
。
こ
れ
が
正
式

の
結
論
と
な
れ
ば
敦
賀
２
号
機
の
廃

炉
は
避
け
ら
れ
な
い
●
原
電
は
こ
こ

で
も

「追
加
調
査
」
を
し
て
お
り
、

新
た
な
デ
ー
タ
を
含
め
再
度
審
査
を

受
け
た
い
と
要
求
。
必
死
の
巻
き
返

し
で
あ
る
。
今
回
審
査
は
、
２
号
機

の
北
３
０
０
眉
の
ト
レ
ン
チ
で
見
つ

か
つ
た
Ｋ
断
層
が
活
断
層
で
あ
る
こ

と
を
否
定
で
き
な
い
、
こ
の
断
層
が

２
号
機
直
下
の
Ｄ
‐
１
断
層
に
つ
な

が
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
と
い

う
も
の
だ
が
、
原
電
は
こ
れ
を
認
め

な
い
●
こ
の
原
電
の
態
度
は
２
号
機

建
屋
直
下
の
Ｄ
‐
１
断
層
に
つ
い
て

規
制
委
が
設
置
し
た
専
門
化
チ
ー
ム

が
２
度
に
わ
た
り
、
活
断
層
で
あ
る

こ
と
を
否
定
で
き
な
い
と
評
価
し
た

際
も
、
原
電
は
２
０
１
５
年
に
再
稼

働
に
必
要
な
審
査
を
規
制
委
に
中
請
。

断
層
の
評
価
を
巡
り
、
審
査
が
続
け

ら
れ
て
き
た
。
原
電
の
説
明
資
料
の

無
断
書
き
換
え
や
大
量
の
誤
記
が
見

つ
か
り
、
度
々
審
査
は
中
断
。
原
電

の
ご
り
押
し
が
目
立
つ
●
こ
の
原
電

の
態
度
は
原
子
力
安
全
委
員
会
時
代

の
敷
地
内
断
層
調
査
の
際
、
御
用
学

者
を
動
員
し
て
敷
地
内
断
層
は
活
断

層
で
は
な
い
と
闇
雲
に
主
張
し
て
い

た
こ
と
思
い
出
さ
せ
る
。
無
理
が
通
っ

て
道
理
が
引
っ
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。

ヽ _

○
岸
田
政
権
の
３
年
　
最
悪
の

一原
発
回
帰
」
（二
面
）

○
原
発
安
全
対
策
費
６
兆
円
超
（四
一Ｕ

Ｏ
ザ
ポ
ロ
ジ

ェ
原
発
で
再
び
火
の
手
　
（原
発
へ
の
攻
撃
は
す
ぐ
や
め
よ
五
面
）

世
界

一
危
険
な
浜
岡
原
発

へ
懸
念


